


▲長岡まつり大花火大会 ミラクルスターマイン

村上・新発田
エリア

新潟・阿賀
エリア

弥彦・三条
エリア

湯沢・魚沼
エリア

長岡・柏崎
エリア

佐渡エリア

妙高・上越
エリア

　

全
国
ト
ッ
プ
の
米
ど
こ
ろ

　

新
潟
県
は
、
本
州
の
日
本
海
沿
岸
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
面
積
は
1
万
2
5
8
4
平
方
㌔

メ
ー
ト
ル
で
全
国
5
位
の
広
さ
で
す
。
東
側
に

は
朝
日
山
地
、
飯い
い

豊で

山
地
、
越
後
山
脈
が
連
な

り
、
西
側
に
は
妙
高
山
な
ど
の
山
々
が
そ
び
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
信
濃
川
や
阿
賀
野
川
な
ど

数
多
く
の
河
川
が
日
本
海
へ
注
ぎ
、
川
の
下
流

に
は
越
後
平
野
、
高
田
平
野
な
ど
広
大
で
肥
沃

な
平
坦
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
に
は
た
く
さ
ん
の
雪
が
降
り
、
雪
国
な
ら

で
は
の
風
景
や
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
楽
し
め
ま

す
。
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
は
米
作
り
に
も
適

し
て
お
り
、
新
潟
県
は
水
稲
の
作
付
面
積
、
米

の
産
出
額
と
も
に
全
国
第
1
位
を
誇
り
ま
す
。

　

恒
久
平
和
を
祈
る
長
岡
の
花
火

　

長
岡
市
の
信
濃
川
河
川
敷
で
毎
年
8
月
2
日
、

3
日
に
開
催
さ
れ
る
「
長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大

会
」
は
、
日
本
三
大
花
火
大
会
の
ひ
と
つ
と
し

て
知
ら
れ
ま
す
。
直
径
6
5
0
メ
ー
ト
ル
の
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
る
「
正
三
尺
玉
」
や
全
長
約

2
㌔
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
「
復
興
祈
願
花
火

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
な
ど
、
圧
巻
の
ス
ケ
ー
ル
を

堪
能
で
き
ま
す
。

　

長
岡
の
夏
の
夜
空
を
華
や
か
に
彩
る
花
火
に

は
、
慰
霊
・
復
興
・
平
和
へ
の
祈
り
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
20
年
8
月
1
日
の
夜
、
B

29
大
型
爆
撃
機
の
来
襲
に
よ
り
、
市
街
地
の
約

8
割
が
焼
け
野
原
と
変
貌
し
1
4
8
8
名
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
空
襲
か
ら
1
年
後
、

未
来
に
向
か
っ
て
強
く
立
ち
上
が
っ
た
市
民
に

よ
っ
て
、
長
岡
ま
つ
り
の
前
身
で
あ
る
「
長
岡

復
興
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
現
在
へ
と
続
い
て
い

ま
す
。

　

8
月
1
日
午
後
10
時
30
分
、
長
岡
空
襲
の
始

ま
っ
た
時
刻
に
白
一
色
の
尺
玉
3
発
が
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
す
。
空
襲
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ

の
慰
霊
、
復
興
に
尽
力
し
た
先
人
へ
の
感
謝
、

恒
久
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
ょ
う
さ
ん
じ
ゃ
く
だ
ま

特　集

新
潟
県
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画像提供：燕三条地場産業振興センター

国史跡「宗太夫坑」は、江戸時代の初期に開削された手掘り坑道です。
「佐渡金山絵巻」に描かれている採掘作業の様子が忠実に再現されています。

▲道遊の割戸　下部

水上輪と呼ばれる木製の機械を
使って、排水作業を行いました。

▲宗太夫坑　水上輪

▲宗太夫坑入口

▲史跡　佐渡金山　展示室

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
決
定

　

佐
渡
島
の
金
山

　

新
潟
市
の
北
西
約
45
㌔
メ
ー
ト
ル
に
は
佐

渡
島
が
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら
、
金
や
銀
の

採
れ
る
島
と
し
て
知
ら
れ
、
平
安
時
代
か
ら

砂
金
が
採
れ
て
い
た
西に
し

三み

川か
わ

砂さ

金き
ん

山ざ
ん

、
安
土

桃
山
時
代
に
島
で
最
大
の
銀
山
だ
っ
た
鶴
子

銀ぎ
ん

山ざ
ん

、
日
本
最
大
の
金
銀
山
で
あ
る
相あ
い

川か
わ

金き
ん

銀ぎ
ん

山ざ
ん

な
ど
の
鉱
山
が
あ
り
ま
す
。
16
世
紀
末

か
ら
19
世
紀
半
ば
に
か
け
て
、
徳
川
幕
府
の

管
理
・
運
営
の
下
、
手
工
業
に
よ
る
大
規
模

な
金
生
産
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
、
世
界
に

誇
る
質
・
量
の
金
を
生
産
し
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
（
1
9
8
9
）
に
資
源
枯
渇
の

た
め
操
業
を
休
止
し
、
最
盛
期
を
迎
え
た
江

戸
時
代
か
ら
約
4
0
0
年
に
わ
た
る
長
い
歴

史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で

も
金
の
生
産
技
術
に
関
わ
る
採
鉱
・
選
鉱
・

製
錬
・
精
錬
の
遺
跡
、
生
産
体
制
に
関
わ
る

奉
行
所
跡
や
鉱
山
集
落
跡
な
ど
が
残
り
、
鉱

山
の
全
体
像
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
遺
跡
が
良
好
な
状
態
で
残
る
の

は
世
界
的
に
見
て
も
佐
渡
だ
け
で
あ
り
、

2
0
2
4
年
7
月
27
日
、「
佐
渡
島
の
金
山
」

が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

世
界
に
誇
る
も
の
づ
く
り
の
ま
ち

　

燕
三
条

　

県
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
燕
市
と
三
条
市

で
は
、
刃
物
・
金
物
や
洋
食
器
の
生
産
が
盛
ん

で
す
。
両
市
を
合
わ
せ
て
「
燕
三
条
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。
ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
な
ど
の
金
属

洋
食
器
の
国
内
シ
ェ
ア
が
90
%
を
超
え
る
ほ
か
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
後
の
晩
餐
会
や
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
で
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
そ

の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
は
世
界
的
な
評
価
を
得

て
い
ま
す
。

　

燕
三
条
の
金
属
加
工
産
業
は
、
江
戸
時
代
初

頭
、
信
濃
川
の
氾
濫
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
農
家

の
副
業
と
し
て
始
ま
っ
た
和
釘
づ
く
り
に
起
因

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
長
年
の
経

験
で
培
わ
れ
た
技
術
と
飽
く
な
き
探
求
心
に

よ
っ
て
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
絶
え
ず
進
化

を
続
け
、
世
界
に
名
を
轟
か
せ
る
「
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
」
と
な
り
ま
し
た
。

さ　
　
　

ど

つ
る
し
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画像提供：小千谷市

　
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

　

日
本
の
米
の
代
表
品
種
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

は
、
福
井
県
の
農
業
試
験
場
で
誕
生
し
ま
し

た
。
味
に
つ
い
て
は
非
常
に
優
れ
て
い
た
も

の
の
、
病
気
に
弱
く
風
に
倒
れ
や
す
い
品
種

で
し
た
。
そ
こ
で
、
よ
り
条
件
の
良
い
新
潟

県
魚
沼
地
方
で
1
9
6
3
年
に
試
作
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

魚
沼
地
方
は
標
高
が
高
く
、
冷
涼
な
気
候

に
恵
ま
れ
、
さ
ら
に
信
濃
川
に
よ
っ
て
潤
さ

れ
た
肥
沃
な
土
壌
は
、
生
産
に
適
し
た
条
件

に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
生
み
出
さ
れ
た

「
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
、
そ
の
炊
き
あ

が
り
の
美
し
さ
、
強
い
粘
り
、
甘
み
、
旨
味
、

香
り
な
ど
か
ら
、
全
国
的
に
高
い
評
価
を
受

け
、
新
潟
県
は
一
躍
米
ど
こ
ろ
と
し
て
の
地

位
を
築
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

▲コシヒカリ誕生の地である新潟県から福井県が、かつて「越後」「越中」
「越前」と呼ばれていたことから、「越（コシ）の国で光り（ヒカリ）輝くお
米に」との願いを込め、「越（コシ）光（ヒカリ）」と名付けられました。

初
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
研
究
と

改
良
が
重
ね
ら
れ
、
現
在
の
よ
う
な
見
事
な

観
賞
魚
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
は
、
観
賞
用
錦
鯉
養
殖
業
経
営
体

数
が
約
3
3
0
と
全
国
1
を
誇
り
、
1
0
0

種
類
を
超
え
る
多
彩
な
錦
鯉
が
作
り
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
朱と

鷺き

の
野
生
復
帰

　

平
成
15
年
に
絶
滅
し
た
日
本
産
の
朱
鷺
の

野
生
復
帰
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
佐
渡
ト

キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
11
年
に
中
国

か
ら
贈
ら
れ
た
2
羽
か
ら
の
人
工
増
殖
に
成

功
し
、
順
調
に
個
体
数
を
増
や
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
20
年
か
ら
佐
渡
の
自
然
界
に
放
鳥

し
、
平
成
24
年
に
は
36
年
ぶ
り
に
自
然
界
で

ヒ
ナ
が
誕
生
、
38
年
ぶ
り
に
無
事
巣
立
ち
ま

し
た
。
平
成
28
年
、

42
年
ぶ
り
に
野
生

下
生
ま
れ
同
士
か

ら
誕
生
し
た
「
純

野
生
」
の
ヒ
ナ
が

巣
立
つ
な
ど
、
野

生
復
帰
は
着
実
に

進
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
ス
キ
ー
始
ま
り
の
地

　
上
越
市

　

上
越
市
は
、
日
本
に
初
め
て
ス

キ
ー
が
伝
わ
っ
た
地
で
す
。
明
治

44
年（
1
9
1
1
）、
高
田
の
金
谷

山（
現
在
の
上
越
市
）に
お
い
て
、

当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
帝
国
の
軍
人
レ
ル
ヒ
少
佐
が
、
大
日
本

帝
国
陸
軍
の
将
校
た
ち
に
1
本
杖
の
ス
キ
ー

指
導
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
女
性
を
含

む
市
民
に
も
ス
キ
ー
が
普
及
し
た
ほ
か
、
郵

便
配
達
、
山
林
の
管
理
、
電
気
の
保
守
な
ど

の
仕
事
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
全
国

へ
と
広
ま
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
は
現
在
で
も
、
50
を
超
え
る
バ
ラ

エ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ス
キ
ー
場
を
持
つ
ス
キ
ー

王
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

もっと知りたい！

新潟県

　
お
い
し
い
お
米
が
あ
る
と
こ
ろ
に

　
お
い
し
い
日
本
酒
あ
り

　

良
質
な
米
と
水
、
大
量
に
降
る
雪
。
日
本

酒
造
り
に
適
し
た
条
件
が
そ
ろ
う
新
潟
県
は
、

日
本
屈
指
の
酒
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
酒

蔵
数
は
全
国
第
1
位
。
厳
し
い
冬
の
寒
さ
の

中
、
じ
っ
く
り
発
酵
が
進
ん
で
い
く
新
潟
の

日
本
酒
は
、

す
っ
き
り
と

キ
レ
の
あ
る

味
わ
い
で
す
。

　
錦
鯉
発
祥
の
地

　

国
内
外
か
ら
「
泳
ぐ
宝
石
」
と
し
て
人
気

を
集
め
て
い
る
錦
鯉
の
発
祥
地
は
、
新
潟
県

古
志
郡
二
十
村
郷
（
現
在
の
小
千
谷
市
、
長

岡
市
の
一
部
）。
19
世
紀
前
半
の
江
戸
時
代
、

食
用
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
た
マ
ゴ
イ
に
突
然

変
異
で
色
の
つ
い
た
変
種
が
現
れ
た
の
が
最

新潟県観光情報サイト
「にいがた観光ナビ」

参考：新潟県HP、佐渡市HP、さど観光ナビ、にいがた観光ナビ、一般社団法人魚沼市観光協会HP　　協力：一般社団法人佐渡観光交流機構

まだまだ
紹介しきれない
新潟の魅力は
こちらから！

▲地酒

▲妙高杉ノ原スキー場
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新潟県の
おすすめスポット

苗名滝
なえ　な　たき

きよつきょう

しおりとうげ　　たきぐも

ほしとうげ　　たな　だ

妙高市

　黒部渓谷（富山県）・大杉谷（三重県）とともに日本三大渓谷の
ひとつとして知られます。川を挟んで切り立つ巨大な岩壁がつくるV
字形の大渓谷は、国の名勝・天然記念物に指定されています。渓
谷歩道のトンネルの一番奥には、外の景色が水鏡に映り円となった
アーティスティックな空間が現れ、人気の撮影スポットとなっています。

　日本の滝百選のひとつ。落差55メートル、水しぶきを上げて落ちるさまは
迫力満点。その昔、落ちる水の激しい轟音が周囲の森に響きわたり、まるで
地震のようだったことから「地震滝」とも呼ばれます。新緑の季節、涼しさを
感じる夏、周囲の景色が美しく色づく秋など、さまざまな渓谷美が楽しめる苗
名滝ですが、特に雪解けの水が大量に流れ込む春は見ごたえ抜群です。

清津峡 十日町市

　枝折峠では、雲が滝のように流れ落ちる「滝雲」を見ることができます。
発生した霧が雲海となり、谷間を埋め尽くした雲はやがて山の稜線を越
えて雲の滝を作ります。美しい光景が見られるのは、6月中下旬～11
月上旬の早朝と日の出前後。車で行くことができ、道路脇から手
軽に滝雲を見ることができると人気のスポットになっています。

枝折峠の滝雲 魚沼市

　斜面に大小さまざまな水田約200枚が広がる美しい棚田。緑が
一面に広がる初夏、稲穂で黄金色に染まる秋、雪化粧した冬など、
季節によって様々な景色を楽しむことができます。棚田に水が張
られる春と秋に見られる水鏡は絶景です。その美しい風景を眺め
ようと全国各地から多くのカメラマンや観光客が訪れます。

星峠の棚田 十日町市

や　ひこじんじゃ

　越後一宮として古くから信仰を集め、初詣には毎年20万人以上
の参拝者が訪れます。創建から2400年以上の歴史を有するとさ
れ、万葉集にも詠われています。見事な鎮守の森があり、樹林に
覆われた境内には神聖な空気が漂います。NHKの朝の連続テレ
ビ小説「虎に翼」のロケ地としても注目を集めています。

彌彦神社 弥彦村

ささがわなが

　澄み切った碧い海が美しく、日本屈指の透明度を誇る笹川流れ。
11キロメートル続く海岸には、日本海の荒波の浸食によってでき
た奇岩、岩礁や洞窟など、変化に富んだ風景が広がります。その
豪壮な景観は国の名勝・天然記念物に指定されています。
　遊覧船で美しい景色を堪能することができます。

笹川流れ 村上市

妙高・上越エリア

湯沢・魚沼エリア

弥彦・三条エリア 村上・新発田エリア

湯沢・魚沼エリア

湯沢・魚沼エリア
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※入場には事前登録が
　必要です。詳しくは、
　こちらから。

住　　所／岡崎市伝馬通1丁目58　　TEL／0564-24-2367
開館時間／10：00～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日／月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）、12月31日～1月3日
入 館 料／無料
アクセス／名鉄本線東岡崎駅徒歩約10分、名鉄バス篭田公園前下車徒歩約2分

オト・リバー
サイドテラス

桜城橋 明代橋

岡崎信用金庫資料館

会期

場所

まで

　今から100年前の大正13年（1924）8月、
岡崎信用金庫の前身である岡崎信用組合は
岡崎市菅生町の地で創業しました。

　本企画展では、大正、昭和、平成、令和へと、
岡崎信用金庫が歩んできた100年の歴史を
写真パネルと映像で紹介しています。
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（愛知県岡崎市上明大寺町2丁目14-10）

2024年11月1日㈮～11月4日㈪
主催／㈱ブリッジにいがた
共催／東岡崎駅北東街区複合施設㈱
協力／スターツ東海㈱、岡崎信用金庫、
　　　岡崎ニューグランドホテル

11：00～19：00（最終日 18：00）

グランドイン東岡崎３階催事場

オト  　　　リバーサイド　　　　　　テラス

開催期間

OTO RIVERSIDE TERRACE会　場

新潟の豊かな自然が育んだ美味しいお酒、食の特産品をお届けします。
この機会に、ぜひご賞味ください。

新潟の  うまいもの  をふんだんに取り揃えました！

新潟の酒蔵が
大集合！

＆日本酒
まいものフェア

にいがた

う
毎
月
一
回
発
行

発
行
所
　
岡
崎
市
菅
生
町
字
元
菅
四
一

発
行
／
岡
崎
信
用
金
庫
　
編
集
／
地
域
振
興
部

電
話
〈
〇
五
六
四
〉
二
五
│
七
二
一
三（https://www.okashin.co.jp

）




